

































【実験材料および方法】 シネフリン用抽出溶媒試料：沖縄県農業試験場から 2005年 12月
上旬に入手した果実を果皮と果肉に分離した凍結乾燥果皮を用いた。生育過程中の調査対
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象試料:2005年 8月～翌年 1月まで 1か月ごとに大宜味および勝山地区の特定果樹から採取
した果実の凍結乾燥品(果皮・果肉)を使用した。市販カンキツ果汁試料: オレンジジュー
ス(4種類)、グレープフルーツジュース(4種類)、オレンジ・温州みかん混合ジュース(3種
類)の計 ll種類および 2005年 l2月上旬に入手した対照のシークワシャ一果汁(勝山クガニ)
の合計 12種類を利用した。カンキツ 45品種のシネフリン分布試料:2003年に農林水産省果
樹試験場カンキツ部より入手したカンキツ 44品種および沖縄県農業試験場より入手したシ
ークワシャー(大宜見ガニ)1 品種の計 45 品種から、アルベド部とフラベド部に分離した凍









最適抽出溶媒の検討:生果皮 2.5g および乾燥果皮 0.5g にアルコール溶媒または有機溶媒
10mｌを添加後、抽出操作を行い、その抽出溶液を HPLC分析に供した。 
シネフリン分離技術(高ノビレチン含有物調製技術)の開発 :l)生果皮試料 10.0g と乾燥果
皮試料 2.5gを用い、エタノール添加後、超音波抽出などの抽出操作を行い濾過した溶液を


















































































16． 抽出時の pH における検討は行ったのか 
17． シネフリン含量の効果がみられる摂取量、負の作用がみられた時の含量および制限量 
18． シークワシャーの学名に Hayata とついているが、学名の後に命名された年数をいれな
くてはならないのではないか 
審査結果 
 専門的な見地から、研究内容に対して、また関連分野に対して質疑を行った結果、的確
な回答が得られたので、最終試験に合格したものと判定した。 
